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綜合情報 昭和35年度学生 募集要項（大学〉……. 6 
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る政令 10. 1 ;; 
317 政府職員の特殊勤務手当に関する政令の一部
を改正する政令 10. 5 ;; 
329 国税徴収法施行令 ;; ,, 
383 国税徴収法の施行に伴う関係政令の整理等に







省令 10. 8 ,, 
;; 71 債権管理法及び徴収簿等の様式の特例に関す
る省令 1 o. 8 ,, 
文部省2 5 学校保健法施行規則の一部を改正する省令
11. 28 ;; 
,, 1 学校基本調査規則の一部を改正する省令







9. 2 1 ;; 
,, 9--27 俸給の支給定日の特例 10. 3 ,, 










12 .11 // 
公 告
文部省共済組合定款の一部改正について 10.17官報










II 241 大蔵大臣が特に指示する場合 のほか支出官事
務規程第21条に規定する外国貨幣換算率を定む
る件 12. 25 I/ 
I/ 24 2 出納官吏事務規程第16条に規定する外国 貨 幣










0 文部省所管旅費規則第 5 条第2号別表二の職務の指













学 内 規 程





製諌学 実 験2 冶 金 実 験2
鉄冶金学 特論 2 鉄冶金学 第三2
金属工学設計法 を 金属工学設計法 2
鉄鋼材 料学 5 ｛ 鉄鋼材 庁料学第第一 � 
































2. 2 年課程の一般教育課程では， 人文科学 （倫理学
円ノ』
報 昭和35年2月1日
文は哲学のうち1科目2単位必修〉社会科学（日本国 0別表 を次のよ うに改める。憲法2単位必修）及び自然科学の3系列にわたり．そ 専 門 科 目， 教職 の 教育心理学 の次 に ， 道徳教育の研究をれぞれ3科目6単位以上計18単位以上を修めなければ 加える 。ならない。
� 語第草一専初攻等｜教豊育科富i：第教2中等1教P育科� 第二初等教育科 第二中等教育科専甲教攻科 ｜｜ 専乙教攻 科







位科：と工す教にを作必 科つる 割倒叫叶パI 専 教 教科 教育法 (1教科） 3 (1教科） 3 
門 教育原理 4 4 4 2 2 教育 心 理学 4 4 4 2 2 科 道徳教育の研究 2 2 2 I成 教育 実習 4 4 3 4 2 目 選 択 16 6 2 4 2 
言十 46 36 1 8 2-r 12 
自 由 選 択 22 22 16 24 4 6 10 
0別表（家庭）， 別表（職業 ）， 別表（教育学専攻）． 別 金属加工法 I �I 2 I 2 1 2 1 表 （ 心 理学 専 攻 ） ， 別表 ． 教職科目（教 科 専攻 〉 をそれ 木工・金工 金 工 実習 2 2 ぞれ次のように改める。
。（家庭）育児 ， 家 庭看護の次に下記を挿入する。 工 業 概 論 4 2 2 2 工 業 演 習 3 3 3 
開 設 第 一中 等 教育科 材料化学・全実習 2 2 学科目 内 合,.,.., 必 ｜選必｜選 材料 化学各論 4 4 4 単位 材実料験 化実 学習 2 2 2 






機工作械及び 機械工学 実習 2 2 




機械作及 実び習 工業熱力学 2 2 2 






機 及 械び2 2 2 
金 工 工 業 精精
密
密測定機及び械 2 2 2 
。「（職業）」を「（職業〉 ロ」とし（家庭）と（職業）ロ 機械 設 計法 2 2 2 の聞に下記を新たに加える。 機 械 工 作 法 2 2 2 
（職業〉イ． 機実械験
工実 学習 2 2 2 
第一中等 教育科 電気工 学 概論 4 2 2 2 開設 電気工学 実習 2 学科 目 内 '.i量，、 共通｜｜選第必一｜類選｜｜ 第一類 2 単位 必修 選必｜選 電気磁気学 4 4 4 
図学及び 製図 2 2 電 子 工 学 2 2 2 設計・製図 機 械 製図 2 通信機器 2 2 2 造形設計会演習 2 照明及び電熱 2 2 2 電 力 機 械 2 2 2 































付 貝｜！この規程は昭和35年1月22日から実施し，昭和34年7月25日から適用する。但し．昭和32年度以前の入 学 生は．改正前の規程による。昭和33年度入学生は，改正後の第3条の規程にかかわらず改正前の第3条の規程による。
ム結関毅
週一撃
開設 第一中等 教育科学科 目 内 谷，τ＆ミ3・ 共通臨霊｜第二類単位必修 選必｜選作物学・全実験 3 3 作物 学 汎論 2 2 2 作物 学 各論 4 4 4 
作物学 特論 2 2 2 作物 学 演習 2 2 2 
圏 t三五t 戸すムー 4 2 2 2 育 種 井�－崎 2 2 2 
栽実培
実験 及び習 2 2 2 畜産 学 ・全実験畜産学汎論 2 2 2 農 業 畜産 学 各論 4 4 4 畜 産 学 特論 2 2 2 畜実産学実験及び習 2 2 2 土壌肥料 学 2 2 2 農産製造 学 4 4 4 
食 品 化 学 2 2 2 
l農び芸化実学実験及習 2 2 2 
農業 地 理 2 2 2 微生物 学 2 2 2 植物生理生態学 4 4 4 農業実習 2 2 
産 1 ：�：：：： 1 : 1 I I :I I: 
一 � ： 111�1 1 �
H!fii!I I ＝＝＝�＝＝ I : I 2 l I � I I � 連［；�：勺I : I I I � I I : 











報 昭和3 5 年2月 1 日
人 事 異 動
宮山大学











名！ 異 動 内 容 ｜発令年月日
風 巻 恒 司｜文部教官（富山大学講師工学部）に採用する I 3i1. 
土 肥 研 二 ｜技 能 員（文理学部ガラス工）に採用する ｜ 庁
操 ｜文部教官（富山大学助教授文理学部〉に採用する｜ 12. 
吉 岡 周 明I // （富山大学講師教育学音の に採用する ｜ 35. 
伊 藤三 枝 子 ｜ 事 務 員（工学部〉 に採用する 1 i. 1 s 
御器谷 竹夫｜用務員（工学部作業員〉 に採用する I 3f 2. 1s 
｜ ：事務補佐員（工学部〉 に採用する ｜ 中 山 道 子｜ I 12. ｜任期は昭和35年3月31日までとする ｜ 
山 崎 佳 夫｜助教授に昇任させる I 11. 1s 
海 道 勝 稔｜講師に昇任させる I // 
田 中 久 雄｜助教授に昇任させる
-, 12. 15 彦i // I 352 中臣 恵暁｜佐 藤自郎｜ // I 山本惰 子 ｜技能員（経済学部電話交換手）に配置換する I 34. 
｜ （定員内〉 ｜ 7. 16 問中千代｜技能員（工学部炊婦〉に配置換する（定員内〉 ｜ 
葉山益次郎｜横浜国立大学助教授工学部に配置換する い2
｜富山大学評議員に併任する I 志 甫 伝 逸｜ 任期は昭和36年 5月31日までとする ｜ 





教育学部附属小学校 長 に併任する玉生 正信｜任期は昭和36 年12月 15日までとする教育学部附属幼稚園長に併任する任期は昭和36 年12月 15日までとする
高森恵己子｜辞職を承認する
牛 島 ア ャ｜
仁｜能 登紀 彦｜加藤藤次郎｜藤田静 香｜l外国出張の期聞を延長 する竹内豊三郎｜延長期間は昭和34年11月25日から昭和35年6月I 30日までとする
｜ 薬学部長事務代理を免ずる中沖太七郎 ｜ 富 山大学評議員の併任を解除する






























｜ 異 動 内 容 ｜ 発令年月 日
｜ 講師（教育学部〉に採用する I 34. 
U!揮は昭和35年3月31 日 ま で と する I 10. 1 3  1 講師（文理学部〉 に採用する I 1 1 . 3 任期は昭和35年 3月31 日 ま で と する ｜ ｜ 講師（経済学部） に採用する ｜ 任期は昭和35年 3月31 日 ま で と する ｜ ｜ 講師（教育学部） に採用する任期は昭和35年 3月31 日 ま で と する｜ 講師（薬学部〉 に採用する ｜ 任期は昭和35年 3月3 1日 ま でとする ｜ ｜ 講師（工学部） に採用する ｜ 任期は昭和35年3月 1 0 日 ま で と する ｜ ｜ 講師 （文理学齢の併任を解除する ｜ ｜ 講 師（文理学部〉 に併任する ｜ 任期は昭和35年 3月31日 ま でとする ｜ ｜ 。 ｜｜ 講師（工学部〉 に併任する ｜ 任期は昭和35年 3月31 日 ま でとする｜ 講 師〔文理学部〉 に併任する任期は昭和35年3月3 1 日 ま でとする
I ,, I 
I ,, I 
｜ 講師（工学部） に併任する任期は昭和35年 3月31日 ま で と する｜ 講師（文理学部〉 に併任する ｜ 任期は昭和35年 3月31 日 ま でとする ｜ 
｜ 講師 （工学部〉 に併任する ｜ 任期は昭和35年 3月31 日 ま でとする
I ,, I ｜ 講師（教育学部〉 に併任する任期は昭和35年3月31 日 ま で と する｜ 講師（文理学部） に併任する ｜ 任期は昭和35年 3月31 日 ま で とする ｜ 。 ／ 1 2 .  9 1講師（工学部〉 に併任する I 1 2. 1s 任期は昭和35年3月31 日 ま で と する ｜ ｜ 講師（富山大学経営短期大学部〉 に併任する ｜ 任 期は昭和35年3月31 日 ま で と する ｜ ｜ 補導協議会委員を免ずる ｜ ｜ 補導協議会委員を命ずる任 期は昭和36年 7 月 31 日 ま で と する｜ 建築委員会委員 を命ずる任期は昭和36年9月30 日 ま で と する
I ,, I 
東京大学助教授原子核研究所 ｜
東北大学教授 金属材料研究所 ｜
12. 1 5  
35. 
1 0 .  20 
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1. 綜合 情 報
昭和35年度学生募集要項 （大学） 文学科・・・・・・・．．．、.......40名
哲学． 史学， 国文学及び中国文 l



















薬 学部 薬 学 科…
・….....・H・.. 8 0名
工 学部 電気工学科……....・H・. 40名
出願期限
工業化学科…....・H・－… 4 0 名
金属工学科H・H・・
H・H・－－ 40名
機械工学科H・H ・... ・H ・－－ 5 0名
昭和35年 �月月i6 日 日 （（木土曜曜日日〉）かまでら
検査日割及び時間表
3月22 日 （火）午前8 時30分～同9時 点 呼
午前9時 ～同11 時 数 学
午前11 時30分 ～午後1 時 国 語
午後2 時 ～同3 時30分 社 会
3月23 日（水）午前9時 ～同1 0 時30 分 外国語












薬学 部 検査場 （富山市窪町〉奥田中学校……
（学力検査）
（富山市奥田）薬学部… （健康診断）
工学 部 検査場（高岡市古定塚）工 学 部




















































































昭和35年2月 21 日 （日曜日〉から 3月 3 日 （木曜日〉 まで
3. 学カ検査
次の 4 教科 について，高等学校卒業の学力程度を標
準と して検査する。
国 語 科 国語 （甲） （漢文を除 く 〉














4 月 3 日〈日〉午前 9 時 ～ 同 10時 数 学
午前 1 0時30分 ～ 同1 1 時 30分外国語
午後 零時30分 ～ 同 1 時30分 国 語
午後 2時 ～ 同 3 時 社 会
午後 3 時30分 健康診断 （本学に於て
指定された者のみ）
























ただ し．薬学部志願者は ， 物理・化学・
理 科｜ 生物のうちいずれかの 1 科目を選択 しな
ければならない。
工学部志願者は．物理・化学のうちいず
れか 1 科目を選択 しなけれ ばならない。
外 国 語 科 ｜ 英語・ドイツ語のうち. 1 か国語を選択さ｜ せる。




ただ し，教育学部第一中等教育科の 数学お よび理科
の専攻志願者は， 理科系志願者 と する。
2. 数学Iからは． 統計，対数表に よる計算お よび計算尺
の原理， いろいろな曲線 ． 正射影お よび投影図， 三角
形の解法およびへろんの公式を除き．数学Eからは．
順列， 組合せ． 確率，統計を除く。
3 .  経済学部志願者のうち ． 高等学校の商業に関する課程
を卒業 した者に限り．教科数学科の検査科目 と して ，
数学I C数学Iから除 く 部分は ， 前項に同 じ ） と 商業
この連絡協議会は， こ と しは県の教育委員会が主催する｜ 簿記 を選択することができる。
こと と なり，旧離 1 1 日 午后 1 時から富山荘 で聞かれた。大 I 4 . 教育学部第 一中等教育科の音楽・図画工作・保健体育
学側からは学長，各学部長．学生部長．事務局長，渡辺義 ｜ 専攻を第一志望と する志願者に限り， 社会科又は理科
一教授のほか関係課長等出席し た。 まづ川瀬教育長と梅原
学長の挨拶があって， 大学から35年度の学生募集要項 （短
大 を含む） ほか. 3 4年度の入学許可の状況や育英奨学生の
状況などについて報告説明があり， 次いで眼目 である36年
度の入学者選抜方法．特に学力検査の実施教科についての
議事に移った。 これには大島学生部長から 大学の 方針案を
示 し， 討議に入っ た が ， 高校側からはそれぞれの学校の，
それぞれの立 場からいろいろ と 注文．要望が述べられ ． 質
疑応答が重ねられた。なかには試験 場の五福集中の要望な
のいずれか のl科目の代りに専攻に応じ次の実技の検











保 健 体 育 ｜体 育 ｜筆答試問
- 8 ー
昭 和 3 5 年2 月 1 日報
薬学部志願者は ， 理科については薬学の学科目履修 上








昭和34年度富山大学科学教育研究室は5 月 1 5 日 から開室
されたこ と は前号に掲げておいたが ． 予定の と おり1 2 月 15
日をもって終了， 室を閉じること と なっ た。 そこで翌日 日
午后2時から黒田講堂 貴賓室で川瀬県教育長ら を迎えて閉
室式を行った。 まづ 1 1 人の研究生に対し梅原学長から修 了
証が授与され，次いで学長から式辞が述べられ，川瀬教育
長から祝辞が述べられた。 ま た指導教官を代表 して文理学
部柴田教授から賛辞 ． 激励の言葉があった に対し， 研究生
代表高岡牧野小学校三笛教諭の答辞があって式を終えた。
と のあ と 座談会に移り． 研究者． 指導者から開室 中の感
想を述べ合って散 会し た。なお 1 1 人の研究生のう ち 7 人は
実験関係 であって， 他は非実験関係である。
教育学部の付属学校 を五般地区に集中する という計画は
学部など の五福地区へ の集中 と からんで大学創立当初から
の懸案であって，う ち小． 中学校は既に移転を了し． 幼稚
園 のみ敷地買収が難行 のまま独り五福敷地の東北隅 の 旧兵
営の将校集会所を校舎 と して残っていた。と ころが昨 年敷
地買収も決定する と と もに ， 折からかねて計画された中学
校 の増築工事と併せて その新営工事に着手していたが， 1 2
月 1 0日両者 と も に竣工した。そこで12月 1 8 日 移転を了する
と と もに落成式を来賓関係者多数を招いて行った。
幼稚園の校舎は木造平家建で 34 7.49平方米（1 05 . 1 1 5
坪 ） である。このう ち保 育室や， 遊戯室は新しい構想、のも
の で ， 特に二つある保 育室 の中聞に巾1間， 長さ 4 聞の小
室があって， ことから保母が それ と なく園児の動静を監守
監察する仕組み と なっている。
付属幼稚園の新営と中学の増築
工学部長横山辰雄教授の任期は昨 年12 月 1 4 日 で満了 と な
る の で ． これに先だ ち11 月1 1 日 同学部で後任候補者 の 選挙
が行われた。 そ の結果南 日 実教授が有効票数31票 中 1 6票
を得て後任候補者と決定し. 12 月 1 5 日 付をもって発令され
た。 同時に解任 と なった横山教授は昭和2 8年石原寅次郎氏
学部長から2 代田学長昇任のあ と を受けて学部長 と なっ た
もの であるが， 爾来任期を重ねるこ と 3 回 6 年聞にわたっ
たもので， 長期在任者の一人であった。 また後任の南 日実
部長は富山市長江の出身で， 明治2 6年の生れである。大正
8年九州帝大工学部の卒，後東北帝大付属工専，仙台高工
教授などを歴任 して大正1 8年台北帝大教授 と なったが， 終
戦と と もに帰国． 昭和22 年県立富山中学校長となり ． 同 校
の昇格につれ富山高校長 と なって. 2 7年富山 大学に入り講
師 と なり. 2 年後教授 と なって今 日 に至ったもの である。
工学部長の改選
教育学部付属学校 の校〈園〉長の任期は と も に昨 年 1 2月14
日 をもって終了する の で ． これが 選挙を11月11 日 同学部教
授会において行なった。 その結果次 の と おり玉生，和 田 の
両教授 と もに再選され 1 2 月1 5 日付で就任した。













をしていた と ころ 1 月 末 までに次の と おりの 応募結果 と な
った。
｜ 文 ｜ 教 ｜ 経 ｜ 薬 ｜ 工 ｜ 計
I I I I I I 
I I I 1 I I I 1 
I ! I I 1 I 1 I 2 
I 9 I 2 I 7 / 1 s I 2 3  I 5 6 
I 1 I I I 2 I 1 I 4 
























また，これと工を共にした中学の増築部 分は，建2si. 01 1究を共にするため正式の招へいを受けたのである。出発は
平方米．延4 59.27平方米（延 138.929坪）の一部平家を含｜未定であるが．多 分4 月の上旬となるであろう。
む2階建である。そして， 平屋と階下は全部管理部門に当
てられ. 2階は特殊教室となっている。 これで従来管理部













































後雄 ！ 2 0. 11 I 13. 3 I 
憲司1 20. 7 I 
良二｜ 2 5  . 6 I 1 o . 2 I 15. 4 
一郎1 20 I 16. 5 ! 3. 7 
茂夫1 37. 711 0.71 27. ミ平ト直
33. 7 
26 . 7 ' 
20. 7 i 
2 0. 7 I 
27 . 7 I 
20. 7 ! 
2 0. i 
2 0. I 
1 0. 5 
1C. 5 
15. 
1 0. 1 
10. 2 
2 0. 
13. i 1 1 
16. 2 
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｜ 仕事繁忙のちょっとした谷聞のある 1 0月. 1 1月に会計と
6. 1 I 










1 0月2 0～2 1日 本 部
，， 2 3日 文理学部
，， 2 4 日 経済学部
，， 2 7 日 薬 学 部
,, 28 ～30日 工 学 部 （物品検査〉
1 1 月 9 日 図書館




1 1 月 1 0 日 文理学部
，， ，， 薬 学 部
�� 1 1 日 経済学部
II 1 2 日 工 学 部
，， 1 6 日 図 書館
，， ，， 教育学部


























国家公務員レク リ エージ ヨ シ富山地区運営委員会 におい
ては． 1 月 1 9 日 （火） 9時から囲碁 と 将棋 の 大会を 石金の浄
誓寺 と いうお寺で開催した。参集し た選 手は総 勢92名 の多
きに達し ， 木堂も庫干里も身動きも不自由 と いう 盛況であっ
た。 こ のこ， 三目前全国的寒波の襲来で雪 と 寒さを倶れた
が，前 日 頃から気温もゆるみ， 雪も融け ま づ まづの 日和で
あった。寺 と いってもなかなか奇麗であり． ま た手狭間 と
いうこ と も却って暖かさを プ ラスする と いう 結果 と なり．
よいコシデν ヨ シであっ た と いう べきであろう 。
（囲 碁 〉
出 場22テ ー ム， 人員68名を 6プロッ ク に分けて， 各ブロ
ッ ク で リ ーグ戦が行われ，本学はこれに 4チ ー ム（1 2人〉
が加わったが ． 優勝ト ー ナメシト 戦に出 場出 来た のは白野
斉藤 （教）安田 のA組のみであった。然かも． リ ーグ戦の
際白野君 と 基準局代表 と の対局に級の誤認があっ た と いう
ので打ち直しの一幕もあったが ， 結局白野君の勝ち， これ
でAチ｛ムのト ー ナメシト戦出 場となり ， 同時に白野君は
リ ー グ戦における 3戦全勝者 と して個人戦 にも出場するこ
と と なったが，両方 と も建設省と相対して敗れ去った。そ
して優勝は団体個人戦 と もこの建設省が昨 年同様獲得する
と ころ と なった。
（将 棋 〉
出 場者は24名で ， 本学からは柿岡，若林， 大坪の諸氏が





2戦 1 勝 1 敗
2 戦 1勝 1 敗
1 _ij 1敗
なお囲碁の個人トーナメ シト戦は例 により長引き ， 当 日
は第 1 l裁で打ち切り， 第 2戦の準々決勝以下は ， 25日（月 ）
にも ち越し建設省の事務所で行われた。




















文 理 学 部 389 1 1 3  3 1  
教 育 学 部 506 241 48 
経 済 学 部 576 209 37 
薬 戸寸ふ も♂ 吉日 320 1 1 2 35 
工 寸悼Lー 部 576 1 92 
八号
計 1 2.367 I 867 I 37% 1 
日 本育英会 以外の 育英奨学金・給貸与者の状況 （34.12)
学 部 ｜ 給・貸与生数 ｜ 摘 要
文 理 学 部 10 
教育学 部 3 
経 済 学 部 1 4  
薬 寸，.，.，与 部 1 1  
工 戸寸1日． 部 22 
計 6 0  
（経済学部）
経済学部学生就職状況
今年は特 に業 界の活 況を 反映して事業所， 会社から の求
人 申込が殺到し， しかも採用 試験が10月 に 集中 したため，
就職の内定 を見 た 者は11月 末 に早 く も 就職希望者の9896 を
突破するに至った。 即ち来春 3月に予定される当学部卒業
者 1 40名のう ち ， 就職希望者は125名で ， このう ち既に122
名 の 内 定を見る と いう 盛況である。採用 試験は例年どおり
一部の例外を除き1 0月 1 日 に始 ま ったが， 今年の求人社数
は11 月 末現在で， 昨 年の 1 60件を 6割も上廻り256件に達し
就職希望者1人当りに対し2.1倍の申込を受け た訳である。
しかし大多数の会社の採用 試験日が10月 上匂に集中した
ため学生 と しては折・角の好機でありながら，希望二者． あ
るいは三者中の択ーを自余儀な く され ． それが外れた 場合の
次善三善の機を逸する と いう 場合も少な く なかったのであ
る。今これを表示する と 次の と おりである。
I 10月 I 10月 I 1 0月 l 1 1月 I 1 1 月 I 11月l採用 試験 日
｜ 上旬 ｜ 中旬 ｜ 下旬 ｜ 上旬 ｜ 中句 ｜ 下制｜
大 企 業 ［ 65 I 20 I s I , I 1 · 1 o II 92 
中企業 日l�l�I三日三｜巨
小企業 I , , I 1 4  J. 23 I 1 3 _I 14 I 4 11 79 計 ／ 97 I 62 1 46 \ 22 \ 22 \ 7 11 2s6 
-1 1  -
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6 大企業の求人申込 92社について見る に， 1 0月 上 旬 に65
社 ． 特に 1日から 5 日 ま での 聞 には実に60社を数えた。
1 0月中旬以後は中小企業の 比率が多 く なっている。
就職内 定者 1 22名の 就職内容は 主と して次 の 通りであ る 。
(1）就職 先 地域別
東京方面 29 阪神方面 28
中京方面 8 北陸地区 1 0  
富山県内 47 
(2）就職 先 の 規模別
大企業 98 中企業 1 8  
(3) 就職 先 の業 種別
小企業 6 
建設業 5 製造業．印刷出版 7 化学工業 9
金属工業 9 機 械，電機製造 8 卸小売業 1 6
金融， 保険，証券40 運輸， 遥信，公益事業 5 
公 務 2 そ の 他 2 1 計 1 22
以上の と おり早期における試験日の競合は ， 採用する会
社， 事業 場 の 立 場からすれば， 期 日 が 早ければ 早 いほど優
品て凶F 
1 1月25 日 補導委員 会
,, 30 日 秋季 レ ク リ エ ｛ ジ ヨ ジ （行 先大牧温泉）
12 月 2 日 教授会
,., 7 日 島根大学文理学部事務長 雄副重敏氏 ． 茨
城大学文理学部助教授 鈴木隆男氏来部
,, 8 日 茨城 大学文理学部助教授 豊崎卓氏来部
，， 14 日 学生健康保険組合理事会
,, 16 日 教授会 職業補導委員会
，， 1 7 日 教授会
。 23 日 庁
35年 1 月 1 2 日 全国文理学部長会議
,, 20 日 教授会
（於文理学部〉
（於埼玉大学 ）
。 26 日 県教委 と 文理学部職業補 導委員 と 懇談会
。 27 日 教授会
か 30 日 冬季レク リ エ ー ジ ヨ シ大会 （於島之湯鉱泉〉
｜教育学部｜
秀な ものを 獲得し得ること と なり，遅ければ遅いほど簡に I 34年1 0月 1 8 日 10時より学窓会総会 （黒田講堂〉
かけ残りを 掴 まされ る と いう自然 の 理によるものであろう
が， これは採用者間 の 申し合せなり． 応需 の 大学と の 申 し
合せによって何等かの 調整を なさる べきものであろう 。 例
えば特に優秀な企業体よめ の 求人申込は却ってあと に廻し
て 1 0月末から 1 1月にかけて期聞を幅広 く 行うと いうこと も
一つ の 方法と 思われるc
さあれ本年は ， 「岩戸景気」により． と もかく求職の 殆
んど全員が就職 先 を 決 定 し ， たY卒業を 待つばかりとなり






34年 1 0月 6 日 一般教育委員会
,, 9 日 教授会
,, 12 日 後 期授業開始
,, 1 4 日 教授会
20 日 ～26 日 全国文理学部長会議 （山口大学 ）
,, 24日 岩瀬地区官公庁野球大会
（於文理学部， 文理学部優勝）
,, 2 9 日 補導委員会
1 1 月6 日 教授会
。 14 日 一般教育自治会主催球技大会
,, 1 8 日 教授会
。 23 日 県下高等学校英語弁論大会 （於文理学部
文理学部英文学教室． 県教委共催 ）
,, 24 日 文部省研究助 成 課 加藤，村田両事務官，
アイ ソトープ関係 調査 の た め来 部
26～ 29 日 第 8 回全国へき地教育研究大会
（ 於熊本図書館〉
27～30日 教員養成学部教官研究集会
（黒田講堂 ， 経済学部教室 ， そ の 他
国語． 数学教育研究集会〉
11月 6～7日 文理学部と 併設されている教育学部長会議
（高知大学教育学部〉




9 ～ 1 1 日 昭和34年度校長研究協議 会
（お茶の水女子大学）
1 1 日 付属学校 （園 ） 長候補者選挙
1 3～14 日 初等教育「国語科」全国協議会（広島大学 ）
1 0～2 0 日 第 8 回 近世史料取扱講習会（文部 省史料館）
30 日 昭和34年度東京教育大学 教育研修課程（教
育相談課程 ）
1 2月 1～3 日 学校保健技術講習会（養護教諭〉
（於国立科学博物舘 ）
1 9 日 宮大演劇発 表会 （電気ピノレ〉
20 日 付属幼稚園新築落成式詫び に付属 中学校管
理室 竣工式合同挙行
26 日 委嘱専門講座開講式
35年1月 6～ 1 2 日 体 育スキ ー実習
（山王公民館〉
（志賀高原）
1 3～ 1 8 日 冬季大学体育研究集会 （長野県菅平〉
｜経済学部｜
34年8月 1 0 日 人事教授会
1 7 日 職業補導小委員会
- 1 2ー
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34年 8月 25～27 日 日 本数学会
27 日 人事教授会
9 月 5 日 人事教授会， 職業補導小委員会
7 日 授業再開
1 0 日 教務委員 会 ， 学部補導委員 会 ， 教授会
1 1 日 職業補導小委員会
1 4 日 専攻科教官会議
1 7 日 前期末試験 （26 日 ま で〉
21 日 経済学部論集編集委員会
23 日 職業補導小委員会
1 0月 1 日 職業補導小委員会 ． 学部図書委員会
8 日 人事教授会 ． 教務委員会 ． 教授会 ． 職業補
導小委員会
9 臼 専門課程進学生オ リ エ シテ ィ ν ヨ シ
1 DC土） 1 1 日 （ 日 ） 平湯 ， 上高地 レ ク リ エ ー ジ ヨ シ
1 2 日 昭和34年度後期授業開始
1 6 日 全国銀行協会連合会． 社団法人東京銀行協
会調査部長 北原道貫氏来部
1 9 日 学部図書委員会
22 日 教授会 ． 人事教授会
29 日 学部図書委員会
30 日 人事教授会 ， 学部運営委員会
1 1 月 5 日 教授会
7 日 経済学部同窓会 （越嶺会） 総会
1 2 日 北陸財務局経済調査室長 白江与志夫氏来
部
1 9 日 教務委員会 ， 教授会 ． 職業補導小委員会
1 2月 3 日 教授会
1 7 同 学部補導委員会 ． 教授会 ． 人事教授会
35年 1 月 1 1 日 経済学部授業開始 ， 第二回学生ゼ ミ ナ ー ノレ ｜ ｜ 図 書 館 ｜
大会． 教官選考委員会 ． 人事教授会 I • , 
1 4 日 教授会 ． 職業補導小委員会 I 34年9月 4 日 ～5 日 第 9 回北信越地区大学図書館協議会
34年1 0月 5～6 日 全国薬系大学 ， 学長 ． 学部長 ， 科長会議
（於箱根）
9 日 教授会
1 5 目 。
1 9 日 後期授業開始
25 目 。
レ シ ト グ シ間接撮影
1 2月 1 1 日 東邦大学薬学部長貴志一郎氏並びに東京理 l 山
科大学長真島正市氏来学 l 大
1 9 日 教官 と 学生 と の懇談会 l 学
2 1 日 教授会
冬季休業に入る
｜三一千一部＿ ／ 八号
34年8月 3 日 ～7 日 ボ イ ラ ー技師試験準備講習会
日 本繊維機械学会北陸支部研究会
3 1 日 人事教授会
9月 2 日 教授会
1 4 日 金属学会役員会
23 日 教授会
1 0月 7 日 人事教授会
1 3 日 教授会
1 5 日 2 年次専門課程進学オ リ ヱ シテ ー ν ョ γ
1 1 月 4 日 教授会
6 日 工業化学科実験室新営工事地鎮祭
7 日 北信工業教育協会富山県支部総会
9 日 人事教授会 ． 午后血庄検査
1 1 日 教授会 工学部長選挙
20 日 文部省委嘱金属工学専門講座
25 日 教授会
1 2月 7 日 富山財務部吉 田司計係 長 1 5号台風被害状況
調査の た め来部
35年 1 月 27 日 人事教授会
（金沢大学図書館〉
1 9 日 新旧 中 沖 ． 平岡両館長の事務引継
1 0月 2 日 第 2 回図書館協議会
26～30 日 第 6 次全国 々 立大学図書館長会議
（一ツ橋大学図書館〉
3 1 日 図書館職員 レ ク リ エ ー ジ ヲ シ
3 1 （土） 1 1 月 1 日 （ 日） 石川県山代温泉 山代荘一泊
1 2月 1 日 第 3 回図書館協議会
23～24 日 薬学部を 置 く 新制 6 大学事務局長及び薬学 部 ｜部長会議 （於長崎〉
1 1 月 3 日 本学部学生 と ． 金沢大学薬学部学生 と の 交 34年1 0月 1 5 日 北陸東海地区会計課長会議 （三島〕
歓競技会 30 日 評議会
5 日 教授会 31 日 文化部会
名古屋大学医学部長 山 田 和麻呂氏来学 1 1 月 3 日 文部省会計課第 2 予算班西間木主査来学
1 1 日 教授会 西村名古屋工事 々 務所長来学
- 1 3  -
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6～ 7 日 東海北陸施設課長会議
8 日 第 8 回学部対抗学生運動会
愛知学芸大学施設課長来学
1 1 日 文理学部を置 く 大学長会議 （文部省〉
1 3～ 1 4 日 学長大学協会総会 〈 日 本学術会議〉 に 出席
1 6 臼 事務局長会議 （文部省）
24 日 永年勤続者表彰式 （会議室）
本省学術局研究助成課村田事務官外ー名
科学研究補助金の使用状況査察に来学
27 日 職員庭球大会 （総合 レ ク リ エ ー ν ヨ シ）
1 2月 3～4 日 東海北陸地区学生部課長会議
〈金沢大学）




1 1 日 高校 と 大学の連絡協議会
1 5 日 科学教育研究室修了式
1 8 日 評議会
35年 1 月 8 白 小林助教授講演 （視聴覚教室）
2 1 日 共済組合監査 23 日 ま で
22 日 評議会
26 日 文理学部を 置 く 大学長会議
短 期 大学 部
34年 8月 31 日 授業開始
9月 22 日 教官会議
1 0月 3～9 目 前期末試験
1 2 日 後期授業開始
1 1 月 1 9 日 教官会議
1 2月 9 日 。
2 1 1ヨ m























（旧） 文理 早瀬智都子 （新） 城川智都子
教育 野沢 行夫 奥村 行夫












工学 石 田 文治
庁 瀬川安一郎
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